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よいスタートだ。この先、躓くなよ

今月進路活動予定
4/15(火)
3年面接指導集会5,6h
4/18(金)
3年集団模擬面接A
4/22(火)
3年集団模擬面接B
4/25(金)
3学年生徒奨学金説明会

新年度が始まって早１週間が経ちました。初心を忘れず、けじめのある生活を送り
続けることが大切です。仲間と共に頑張っていきましょう。進路博士にいろいろと
進路のことについて質問してみました。

質問１ 進学・就職の試験を受験するためにまず大切なことは何？
欠席日数と欠課時数を増やさないことが大切です。

質問２ 具体的に何月何日までに何回休んだらダメなの？
欠席日数や欠課時数が「実施日数・時数」の２割を超えると受験出来なくなります。
その「実施日数・時数」をどこで区切るかというと、「進路委員会」の日程によって区切ります。

質問３ 「進路委員会」って何ですか？
「進路委員会」とは、「生徒の希望する企業や学校にその生徒が推薦に値するか
どうか」を確認する会議のことです。これは、進路別で開催されます。「進路委員会」が
開催される日が「区切り」の日となります。

質問４「進路委員会」が開かれる日はいつですか？
進路委員会を区切りにして、授業日数や授業時数が決定します。
●就職の「進路委員会」８月２３日（金）です。
●専門学校の「進路委員会」９月１７日（火）です。
●大学・短大の「進路委員会」１０月４日（金）です。

授業時数は学校行事などにより増減は必ずあるので、とにもかくにも、休まないことです！

ここに書かれてあることは、
しっかりと頭に入れておくように！
「こんなこと、知らなかったよ！」は
無しです
すべては自己責任だぞ！

「３年生のことでしょ」では
すまされないです。

つまず



３年生の進路活動が早速、今週から本格的に始まってきます。進路の
しおりを活用していく時期がやってきます。こころの準備はいいですか。
皆さんには進路のしおりのp94ページにある通り「８つの質問」に事前に
取り組んでもらって、個人面接の入退室と応答の練習が16日から始まり
ます。多くの方々のサポートをもらい行っていますので、真剣に取り組
んでください。
進路活動のことを意識して行動していないと、大変なことになってし

まいます。いざ就職活動をしようと思ったら、欠課時数がオーバーして
いることに気づいた○○先輩はこの数字の認識ができていなかったので、スタートを切る時
期が遅れてしまいました。早く起きて登校することができなかったんですね。
就職希望の人が８月２１日までに１４回欠席していたら受験出来ません。１単位の授業で

あれば４回の欠課で受験出来ません。２単位の授業であれば、７回の欠課で受験出来ません。
３単位の授業であれば、１０回の欠課で受験出来ません。４単位の授業であれば、１３回の
欠課で受験出来なくなります。意外と少ないですね。このくらいの数なら休んじゃいそうだ。
ちなみに、AOで受験を考えている人もいるとは思いますが、AOエントリーは６月６日

（金）以降になっています。この日は前期中間考査の最終日です。前期中間までの成績に
「１」がつかないことと欠席・欠課時数が２０％を超えないことが必要となります。９日欠
席したらエントリーできなくなってしまいます。

とにかく体調が悪い時以外は欠席を
しないこと。授業も休まないで、やる
べきことをきちんとやることが大切な
のです。欠席・欠課はO(ゼロ)が一番
です。
※ここに書かれた数字はあくまで目安です。増減があるので、きちんと確認してください。

進路活動のことを意識していますか？

今月進路活動予定
4/16(水), 17(木), 18(金)
3年個人面接練習A 放課後
4/21(月), 22(火), 23(水)
3年個人面接練習B 放課後

生活のリズムが

整ってきましたか
学校生活のリズムができてくると

次の段階に進むことができます。こ
れからの学校生活の中で「自分を見
つめて、自分のことを考えることが
できるか」が大きなカギになると思
います。「自分がどういう人間であ
るのか」を長い時間をかけて考えな
くてはなりません。自分のことを見
つめることができない人は自分の事
を大事にすることができずに自分の
将来のことについて考えることがで
きないのです。自分の事を大事に考
えることができれば、８時３０分に
は自分の座席に座っていることがで
きると思います。
仮にそれができないのなら、それ

ができるように改善するべきです。
東豊高校を卒業して社会で活躍して
いる先輩方はそれができる人たちで
す。年々卒業生の数が少なくなって
きているので、その数は少なくなっ
ていますが、皆さんはその先輩方の
心意気を引き継いでいってほしいと
思います。
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